
コード 24085

講時 単位数 2

履修に当たっ
ての注意・助言
/準備学習

すでに相談して決めたテーマの参考文献をあらかじめ用意しておくこと。事業中に指示された内容の予習、復
習を怠らないこと。卒業論文の作成に向けての指導を行う。

講義計画

1回；テーマの確認、ガイダンス
2回；各自の発表と討論によって指導する.
3回；各自の発表と討論によって指導する.
4回；各自の発表と討論によって指導する.
5回；各自の発表と討論によって指導する.
6回；各自の発表と討論によって指導する.
7回；各自の発表と討論によって指導する.
8回；各自の発表と討論によって指導する.
9回；各自の発表と討論によって指導する.
10回；各自の2回；各自の発表と討論によって指導する.
11回；各自の発表と討論によって指導する.
12回；各自の発表と討論によって指導する.
13回；各自の発表と討論によって指導する.
14回；各自の発表と討論によって指導する.
15回;前期のまとめ

テキスト なし

参考書 必要であれば指示する

目的と概要 各自が設定したテーマ（文化財学に関する諸問題）を卒業論文の作成ができるようにする。

成績評価法 発表（６０％）と授業中の評価（４０％）

開期 前期 火曜日4限

授業テーマ 各自が設定したテーマ（文化財学に関する諸問題）

科目名 演習2A

担当教員 中村　浩

配当 文財4
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